レクリエーション
漢字の読み方クイズ
目的とねらい
『文字』とは、高齢者世代に限らず学習スキル（読み・書き）の基礎であり、生活する上で情報を読み取るための必須ツールでもある。ひらがな、カタカナ、漢字、数字、アルファベット…と、日常で目にする文字は多岐に渡る。
最近出会った人の名前を忘れた…。電話番号が覚えられない…。という方は高齢者に限らず多くいらっしゃるが、それは記憶のプロセスにおける記銘→保持→再生の段階の“保持”ができていないからである。
この『漢字の読み方クイズ』（以下：当レク）も、参加者の一部にとっては
「○○って、漢字でそう書くのか。知らなかった。」
といった短期記憶にしかならない内容であるかもしれない。しかし、また一部の参加者にとっては
「○○が漢字でそう書くなら、□□はどう書くのだろう？」
という興味関心に繋がる内容であるかもしれない。
当レクの後に、クイズに解答する事への意欲を燃やして、自主的に漢字学習を始める方もあるかもしれない。読み・書きは脳の活性化に繋がり、認知症の予防や、残存機能の維持・強化に繋がる。
レクリエーションの時間『だけ』を楽しむのではなく、レクリエーションの時間を終えた後の余韻や、次回までの意欲の維持による生活の質（QOL）の向上までも視野に入れた内容である。
用意するもの
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上記のような、表に漢字、裏にその読み方を書いた紙を、問題数分。
両面印刷できない場合は、表と裏を１枚ずつ用意することになります。
因みに、魚へんの漢字は６７８個あるそうです。
（裏）に記したうんちくは、ヒントとして使っても構いませんし、その漢字を覚えるための手助けとして使っても構いません。裏面や表面の様式は、レク担当者が使いやすいようにアレンジすればよく、こうでなくてはならないという決まりはありません。
今回は魚へんでご紹介していますが、手へんや人べん、さんずいなど、部首によって様々なバリエーションがありますし、俳句における季語のように季節を連想させる漢字を用意してもよいかもしれません。
当レクの進め方
進め方…と言っても、決まったやり方はありません。レク担当者の方が進めやすいように進行するやり方がベストです。
今回は、私が当レクを考案した背景と、その時の進め方を簡単にご紹介させていただきます。
まず、当レクが考案されることになった背景について。あなたは寿司屋でよくみかける魚へんの漢字がびっしりと並べられた湯のみをご存知ですか？私は個人的にデザインが好きで所持しているのですが、たまたまその湯のみを使ってお茶を飲んでいた時の事でした。ある方が
「マグロって、魚へんに有って書くんだねぇ。魚へんに黒とか、そんなだと思ってた。」
と話しかけてこられました。
その後、魚へんの漢字について
「これは知ってた。でも、こいつは知らなかった。」
と盛り上がった事を覚えております。そして最後に、
「クイズみたいで楽しかったよ。知ってるようで知らない魚の名前もあったし、みんなに教えてやろう。」
という言葉で、当レクの概要が生まれました。
後日、私は魚へんの漢字を画用紙に書いたものを用意し、レクの時間を受け持ちました。
参加人数は15～16名であったと思います。それをアトランダムに４つのグループに分けまして、参加者には
「これから、チーム対抗のクイズ大会を始めます。」
と、伝えました。
いきなり問題へと移る訳にもいきませんので、
「お寿司屋さんに行ったときに何を注文するか。」
「どんなネタが好きか？」
という世間話を交えて、
「魚の名前や、お寿司のネタの名前は皆さん、私よりも詳しくていらっしゃいますね。」
と、場を盛り上げていた事も成功の要因だったかもしれません。
「さあ、この漢字は何と読むでしょう？」
と、いきなり問題を出されても、誰も動じることなく
「カツオ！」
と解答してくださいました。
高知県でのカツオ漁の話や、初ガツオや花ガツオ、カツオに関する参加者のうんちくを聞きながら、次の問題に移りました。
「『鯨』は何と読むでしょうか？」
「『鰯』は何と読むでしょうか？」
「『鯵』は何と読むでしょうか？」
うんちくを交えながら、10問くらいはすんなりと参加者がグループで話し合いながら答えてくださいました。
そんな中、
「『鰍』は何と読むでしょうか？」
この問題は、誰も答えられませんでした。
「魚へんに秋でしょ？『サンマ』じゃないの？」
という、秋の味覚に連想した方もいらっしゃいましたが、『サンマ』は『秋刀魚』です。
残念な事に、そこで予定の時間を迎えてしまいましたので、
「時間切れです。もう、お昼ごはんの時間になりますので、この続きはまた次回。それまでに皆さんで調べておいてくださいね。」
と、宿題を課すような形で強引に終わりました。
ここまでの所要時間は30分くらいです。
その日の昼食のメニューが焼き魚だった事もあり、
「この魚、漢字でどう書く？」
といった会話も出ていました。強引に終わった…という事が、良い形で生活に繋がった好例ではありますが、食事のメニューを考慮しながら問題を作成すると効果的なのかもしれません。
食事の後に、『鰍』について調べる人は少数でしたが、それでも『分からないままにしておきたくない。』という方がいらっしゃったのが私の想定外でした。
次回のレクの時間には答えを教えるつもりだったのです。
施設で生活する…というのは、施設の流れに身を委ねる事になりますが、全てを受け身のままでいてはならない。という事なのだと思います。施設の流れも大切にしなくてはなりませんが、利用者がその流れの中でどのように活力を見出すか。それが当レクの解答でなくてはならないわけではありませんが、施設での生活の中に、レクが息づいた事は、良いことだと思っています。
30分の時間の暇つぶし…ではなく、24時間という時間に目的意識を。
偶然と、利用者の意欲に助けられた結果ではありますが、そのようなレクを考案できた事を嬉しく思います。
